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◆発表概要 
・学会：31st Conference on Pattern Languages of Programs, People, and Practices 
・参加期間：2024 年 10⽉13⽇ 〜 2024 年 10⽉16⽇ 
・開催形式：対⾯ 
・発表形式：ライターズ・ワークショップ 
・タイトル：Portraits of Passionate Creators of Pattern Languages of Practices in Japan 
 
◆ 研究概要 

本研究では、⽇本で実践のパターン・ランゲージを作成している作り⼿ 5 名に対して実
施したインタビューから、独⾃の分野や⽴場で実践のパターン・ランゲージを作成し、新
たな領域に適⽤している情熱的な作り⼿たちが、なぜパターン・ランゲージを作成しよう
と思ったのか、そしてパターン・ランゲージの何に魅せられ、どのような思いで作成して
きたのかを描き出した。 

本論⽂で取り上げているのは、様々な表現⽅法を試す中でパターン・ランゲージに出会
い、認知症に関するパターン・ランゲージを学⽣とともに作った⼈物、部署を異動する度
に、異なる領域でパターン・ランゲージを作っている地⽅⾃治体職員、パターン・ランゲ
ージを作成、活⽤して⾏政の仕事に実装し続けている地⽅⾃治体職員、パターン・ランゲ
ージを作成し、授業で活⽤したりその成果の論⽂を学会に投稿し続けている⼤学教員、多
様な依頼者のパターン・ランゲージ制作をサポートし、さらなるパターン・ランゲージの
情熱的な作り⼿を増やしていっている⼈物の 5 名である。 

パターン・ランゲージの作成研究や活⽤研究が主流である本学会において、本研究の新規
性は、パターン・ランゲージの作り⼿に焦点を当てたことである。本研究によって、⼀⾒突
⾶な⽴場でパターン・ランゲージを作成・活⽤したり、唐突にパターン・ランゲージを新し
い分野に適⽤したと思えるような先駆的な作り⼿たちが、パターン・ランゲージに魅せられ、
情熱的に作成し続けている物語を詳細に描き出した。そして複数⼈の作り⼿たちにインタ
ビューを実施したことにより、彼らがパターン・ランゲージに魅⼒を感じている背景には、
作り⼿たちの⽴場や分野特有の課題意識や信念があり、それは分野や⽴場、時代を超えて共
通しうることもわかった。 

さらに⽇本の作り⼿に着⽬したことで、海外のパターン・ランゲージの作り⼿が知る術が
なかった、英語論⽂で発表していない⽇本のパターン・ランゲージや、地⽅⾃治体や学校で
活動している⽇本の作り⼿の物語を、海外のパターン・ランゲージの作り⼿に伝えることが
できる。そのため本論⽂は、⽇本と海外のパターン・ランゲージの作り⼿の⽂化交流につな
がるだろう。また⼤部分がパターン・ランゲージ作成者である学会参加者にとっても、パタ
ーン・ランゲージに魅せられた情熱的な作り⼿たちの物語から、パターン・ランゲージの可
能性や世界の広がりを感じることができると期待している。さらに参加者が、パターン・ラ
ンゲージの作り⼿としての⾃分の情熱を再考することで、パターン・ランゲージの研究分野
のますますの発展につながっていくと考えている。 



 

◆ 発表で得られたフィードバック 
発表は、論⽂を学会参加者 6〜8名程度に読んでもらい、著者が話せない中フィードバッ

クをもらう「ライターズ・ワークショップ」という形式で⾏った。今回は 6 名に論⽂を読ん
でもらい、フィードバックをもらった。 
最初に、論⽂や研究の魅⼒的だと思った点が話された。その後、論⽂を読んでいて困惑し

たり理解が難しかったところについて共有され、修正や改善が必要な点や今後取り組むべ
き点について提案された。 
今回の学会発表により、⽇本以外のパターン・ランゲージの作り⼿や、論⽂で取り上げた

⼈物たちを知らない⼈など幅広い視点から、論⽂への意⾒をもらうことができた。よりよい
論⽂になるよう、⾃分⾃⾝で吟味しながらフィードバックを反映させる予定である。 
 
◆ 今後の研究の展開 
 学会でのフィードバックをもとに論⽂を修正し、最終バージョンを 2 ⽉ 24 ⽇までに学会
に提出する予定である。さらに本論⽂の内容をもとに加筆修正し、⾃⾝の卒業プロジェクト
として完成させ、2025 年 1 ⽉ 31 ⽇に提出する予定である。 
 
◆ 謝辞 

この度は、31st Conference on Pattern Languages of Programs, People, and Practicesへの
参加を援助していただいたことに⼼より感謝申し上げます。 
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